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令和８年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

 

 

令和８年４月３０日 

 

 

 

団体所在地 福山市松永町１丁目３１番地 

団体の名称 学校法人杉原学園 

職 ・ 氏 名 理事長 柳澤民子 

（施設名 松永幼稚園） 

１ 活動報告 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

（活動内容） 

・いちご狩り 

・おだんご作り 

・さつまいも 

・パンジーや藤の色水遊び 

・めだか産卵 

・田植え 

・青虫のお世話と観察 

・四つ葉のクロ―バー探し 

 

 

（活動内容） 

・水遊び 

・どろんこ遊び 

・夏野菜 

・カブトムシのお世話 

・さつき公園の掃除 

・じゃがいも植え遊び 

・野菜スタンプ 

・野菜ままごと 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・さつまいも掘り 

・じゃがいも収穫 

・さつまいもの苗でリース作り 

・公園にどんぐりや落ち葉拾い 

・落ち葉シャワー 

・稲刈り 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・たきび 

・氷作り 

・冬野菜収穫 



 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

 

（エピソード記述） 

虫が大好きな男の子が見つけた青虫を、クラスで

観察をしながら飼うことになりました！ 

葉っぱの裏でじっとしている様子や餌を食べて体

が大きくなっていく青虫の姿に子どもたちは興味

津々！ 

さなぎになり動かなくなると「あれ  動かん！」

「なんでー  」と不思議に思う子どもたちの姿が

ありました。みんなで考えたり図鑑を持ってきて

調べたり、、、子ども同士で学びを深めていまし

た。 

無事蝶にかえると「いってらっしゃい」と声をか

け自然に返してあげました。１年間で１０匹のナ

ミアゲハと２匹のクロアゲハを育てることができ

命の大切さを身近に感じることができました。 

（エピソード記述） 

暑い日が続き、子どもたちが楽しみにしているの

はどろんこ遊び！ 

「トンネルを作ろう！」「いいね！じゃあこっち

の島と繋げて水を流すのはどう？」と子どもたち

で協力して一生懸命掘り進めます。友達のトンネ

ルや川と繋がったときのとびきりの笑顔がたま

りません。 

その後は水を流して「池ができたよ」「気持ちい

いねえ！」とダイナミックに遊びます。 

保護者の方のご理解ご協力のもと、子どもたち

は汚れを気にせず土や水の気持ちよさを全身で

感じ取って遊ぶことができています。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

寒い日は園長先生がたきびをしてくれます。 

登園時に寒くて涙が出ていた子に、『今日たきびし

てるよ！』と伝えると『ほんとに？』と涙を拭い

て登園する姿がありました。 

園庭に落ちている落ち葉や木見つけて、『これはよ

く燃えるかな？』と話しながら楽しんでいます。 

近年では火の危険性から子どもたちが火と関わる

機会が減っていますが火の取り扱いについて園児

みんなで考え経験してほしいと願っています。 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

地域の方の畑を貸して頂き、ご指導いただいて６月に植

えたさつまいもをみんなで収穫しました。 

軍手をはめてみんなで一生懸命掘り、出てきたお芋を見

て「大きいね！」「いっぱい繋がってる」と大興奮でし

た！ 

土からさつまいもが見えてくるとみんなで「うんとこし

ょどっこいっしょ」と声を合わせ引っ張り、出てきたさ

つまいもは小さいものから大きいものまで様々でしたが

子どもたちは「やったー！！」と大喜びでした！ 

その後は、地域の人に焼き芋にしていただいて畑で食べ

たり、園でクッキングをしておいしくいただきました！ 

収穫して終わりではなく、収穫して食べるまでの過程も

学ぶことができ良い経験になりました。 

 

 

 

（写真） 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12 月） 

○今年度の幼稚園のスローガンを「Let’s enjoy HA・DA・SHI」とし、園児と一緒に裸足で園庭を遊ぶ環境を整えた。 

○子どもっと野菜を育てる環境・調理して食べるまでの過程を考え、食べ物の大切さを子どもに伝えた。 

野菜や肥料について学び事前に知識を取り入れた。 

  ○虫や生き物などのお世話を子どもたちが自ら考えてお世話をし命の大切さを考えれるようにするために、 

職員は育て方を調べ子どもたちにアドバイスをしたり環境を整えた。 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

○地元の農家さんの畑の一部を借りて、サツマイモ植えやいもほりをご指導いただき、焼き芋パーティーをした。 

○地元の農家さんの田んぼを借りて田植え、稲刈りをした。 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

○田植え・サツマイモ掘りなど保護者の方と一緒に参加。 

  ○家庭で見つけた虫を持ってきてくれて園で育てた。 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


